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『日本十進分類法新訂 10 版』の検討 その(6)   
―1 類 哲学― 
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Pt.6  Class0  Philosophy 
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概要：日本図書館協会分類委員会により、『日本十進分類法新訂 10 版』が 2014 年 12 月
発行された。1995 年 8 月の『日本十進分類法新訂 9 版』の刊行以降、概ね 20 年ぶりの日
本十進分類法の改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う『日本十進分類法新訂 10 版』のうち、本稿では、
「1 類 哲学」について、検討を進めた。 
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１ はじめに 
 2014 年 12 月に『日本十進分類法新訂 10 版』(以
下、『NDC10』、以下、他版も同様)が刊行された1。
1995 年 8 月刊行の『日本十進分類法新訂 9 版』
以来、概ね 20 年ぶりの改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う
『NDC10』について、検討を進めたい。なお、本
稿では多面的な検討内容のうち、『NDC10』の「1
類 哲学」について検討を行う。 
本稿では、最初に「1 類 哲学」全体の構造を
確認し、その後、『NDC10』の「1 類 哲学」を
構成する哲学，心理学，倫理学，宗教の 4 分野の
細部構造を検討する。 
 
２ 『NDC10』における「1類 哲学」の構造につ
いて 
 本章では、「1 類 哲学」を構成する要素を概観
する。 
 『NDC10』の「1 類 哲学」を構成するのは、 
†  京都精華大学 
††  大阪市立大学・関西大学等 
††† 関西大学 
†††† 相愛大学 
哲学、心理学、倫理学、宗教の 4 分野である。こ
のことは、第 1 次区分表の「1 哲学 Philosophy 
(哲学，心理学，倫理学，宗教)で表現されている。
『NDC10』の「各類概説」でも「この類には、人
間の精神界にかかわる著作を収める。哲学系諸領
域(哲学(100 / 139))，心理学(140 / 149)，倫理学
(150 / 159)と宗教(160 / 199)に大別される。」2、
と記述している。 
一方、第 2 次区分表では表 1 のような展開が表
示されており、文字フォント及び項目名辞のイン
デンションからは、「14 心理学」、「15 倫理学」
は、「10 哲学」の下位区分であるかのように見え
る。これは『NDC9』を引き継いだかたちである。 
 現代の心理学は実験等の手法を用いた実証科学
として確立しており、哲学の下位区分という位置
づけに違和感を覚える向きも少なくないかもしれ
ない。 
これについて、『NDC9』では、「1 類には人間
の精神界にかかわる著作を収める。理性に基づく
人間の行動原理を説く哲学(100/159)と絶対的な
力(神)の信仰から発した宗教(160/199)に大別され
るが、前者は心理学(140/159)、倫理学(150/159)
を除く 100/139 が本来の領域である。」3と、各類
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概説で説明を加えていた。 
しかし『NDC10』の各類概説では、これを改め
て「哲学系諸領域(哲学(100 / 139))，心理学(140 / 
149)，倫理学(150 / 159)と宗教(160 / 199)に大別」
としている。このように改めたのであれば、第 2
次区分表でも、これを反映して表 2 のようにすべ
きであろう。 
 
表 1 「1 類 哲学」の第 2 次区分表 
 
 
表 2 「1 類 哲学」の第 2 次区分表(修正案) 
 
 
３ 哲学(100 / 139)の構成 
 哲学(100 / 139)の構成は、別表 1(「哲学(100 / 
139)の構成」)の通りである。 
 
3.1  哲学における優先順位 
 「各類概説」では、「哲学における優先順位は、
①各国の哲学・思想、②哲学各論、③哲学総記で
ある。」4、と述べている。しかしながらこの表現
は分かりにくい。意訳をすれば、「哲学に関する資
料の分類付与は、次の優先順位に従い行え」、とい
うことであろうか。 
(1) 個々の哲学者・思想家の学説とみなせる著
作は、各国の哲学・思想(<120 / 139  各国
の哲学・思想>)に収める。分類表に示され
ていない人物でも、哲学者とみなせる者は、
同様に各国の哲学・思想の下に収める。 
(2) 哲学各論 
   哲学各論(<110 / 119  哲学各論>)は、西洋
哲学の体系による各論で、ここには哲学の
包括的な著作・概説・歴史などを収める。 
(3) 哲学総記 
上記以外の資料は、<100 / 108  哲学総記>
に収める。 
 
なお、「イスラム哲学」及び「ユダヤ哲学」につ
いては、特殊な扱いをしているので注意が必要で
ある。これについては「3.4 その他の哲学：イス
ラム哲学、ユダヤ哲学」で取り上げる。 
 いずれにせよ、「各類概説」及び本表での<中間
見出し>の使用など、丁寧な記述を求めたい。 
 
3.2  各国の哲学・思想での列挙順序 
「各類概説」で各国の哲学・思想での列挙順序
について、「各国の哲学・思想は、地域、時代、学
派、個々の哲学者の順序で列挙されている。」5と、
解説している。その実際を、「121 日本思想」を
例として検証する。(別表 2「121 日本思想」での
列挙順序) 
「NDC10」では、記号法的な階層性よりも分類
項目の名辞のインデンション等が、概念の階層性
を表現していることを確認した上で、検証を進め
る。 
(1) 「121.54 朱子学派」では、日本思想(地域)
＿近世(時代)＿学派＿個々の哲学者の順序
で列挙されている。 
(2) 一方、近代(121.6)では、日本思想(地域)＿
近代(時代)＿個々の哲学者、と展開しており、
「学派」のファセットは存在しない。 
(3) 同様のことは、次でも見られる。 
<123 / 125  時代別の中国思想・哲学>において、
10  哲学 
        11    哲学各論 
        12    東洋思想 
        13    西洋哲学 
        14    心理学 
        15    倫理学 
        16   宗教 
        17     神道 
        18     仏教 
        19     キリスト教．ユダヤ教 
        10   哲学 
        11     哲学各論 
        12     東洋思想 
        13     西洋哲学 
        14   心理学 
        15   倫理学 
        16   宗教 
        17     神道 
        18     仏教 
        19     キリスト教．ユダヤ教 
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「125 中世思想．近代思想」では、地域(中国)
＿時代＿個々の哲学者の順序で列挙されている。
そして、学派ファセットは、「.5  明時代：王守
仁 *陽明学は、ここに収める」のように、学派
は注記で補われている。 
一方、「130 西洋哲学」においては、(1)古代
哲学(時代) ＿学派＿個々の学者、(2)中世哲学
(時代) ＿学問分野＿個人、(3)近代哲学(時代) 
＿イギリス(地域) ＿世紀(時代) ＿個々の学者、
もしくは近代哲学(時代) ＿アメリカ(地域) ＿
個々の学者というような構成になっている。 
  
このように見ると、『NDC9』以前からの踏襲が
あるとはいえ、「各類概説」での「各国の哲学・思
想は、地域、時代、学派、個々の哲学者の順序で
列挙」との解説は不十分と言わざるを得ない。今
一つ丁寧な説明の必要があろう。 
 
3.3  各国の哲学・思想における時代区分 
 次に、各国の哲学・思想における時代区分を見
ておきたい。「121 日本思想」では時代区分は
「121.6 近代」までしか展開がない。 
『NDC10(試案)』で新設されていた「121.7 昭
和時代．平成時代」が『NDC10』では消えている。
結果として、「121.6 日本思想＿近代」が現在ま
でも継続をしている形となった。固有補助表での
「時代区分」の新設に比して消極的に感じる。例
えば、「91 日本文学」では、「910.263  昭和時代
前期」、「910.264  昭和時代後期」、「910.265+  平
成時代」と区分されており、この内「910.265+  平
成時代」は新設項目である。日本思想でも、これ
にならった形にできなかっただろうか。あるいは、
せめて「近代」に「現代」も含まれる、と説明が
必要であったところだろう。 
 次に各国の哲学に目を向けると、時代区分が 20
世紀まで展開されている国々があるのに対し、
「<123 / 125  時代別の中国思想・哲学>では、
「125.9  中華民国時代以後」で展開が止まって
いる。また「133.9 アメリカ哲学」にいたっては、
建国以来の区分しかない。20 世紀まで時代区分を
展開している国々では、例えばドイツ哲学は、20
世紀半ばまでの人名展開、フランス哲学は 20 世
紀後半、イギリス哲学は 20 世紀半ばのラッセル
までとなっている6。分類委員会においては、いわ
ゆる「文献的根拠」による累積出版点数などを斟
酌されたのであろうか。いずれにせよ、「各類概説」
での丁寧な解説、及び今後の見直しが必要である。 
 
3.4  その他の哲学：イスラム哲学、ユダヤ哲学 
 次に「その他の哲学」の事例として、イスラム
哲学、およびユダヤ哲学を見ておきたい。 
(1)「各類概説」では、「イスラム哲学は、一般
および近代について扱ったものは 129.7 に
収め、中世について扱ったものは 132.28 に
収める」7、とする。また、「ユダヤ哲学は、
一般および近代について扱ったものは
139.7 に収め、中世について扱ったものは
132.29 に収める。」8、とする。 
まずはそれぞれの系を見ておこう。最初は、イ
スラム中世哲学、およびユダヤ中世哲学である。
(表 3) 
 
表 3  イスラム哲学、ユダヤ哲学の位置づけ(中世) 
 
すなわち、この系ではイスラム中世哲学は、「西
洋哲学(地域)＿中世哲学(時代)＿イスラム中世哲
学(学派？)」となり、ユダヤ中世哲学も「西洋哲
学(地域)＿中世哲学(時代)＿ユダヤ中世哲学(学
派？)」となる。共に、中世西洋哲学の下位区分で
ある。特に、イスラム中世哲学を「130 西洋哲学」
の下位区分に置くのは、学問分野の展開として適
切であるのか疑問が生じる。 
(2)一方、イスラム哲学およびユダヤ哲学で、一
般および近代について扱ったものは、別表 3
の展開をしている。 
ここでは、イスラム哲学は「東洋思想＿イスラ
ム哲学」の系となるが、ユダヤ哲学は、「西洋哲学
＿近代哲学＿ユダヤ哲学」の系となる。中世西洋
130   西洋哲学 
    131     古代哲学 
        132     中世哲学 
      .1    教父哲学 
            .2    スコラ哲学 
            .28   イスラム中世哲学 
            .29   ユダヤ中世哲学 
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哲学の系で隣接していたイスラム哲学とユダヤ哲
学は、近代及びそれぞれの哲学<一般>になると袂
を分かつ。いかなる学問分野や観点をもってこう
した展開となっているのであろうか。 
 また、「[.8] ユダヤ哲学 →139.7 」は、不使
用分類記号であるが、「139.7」の注記には「*別
法：ユダヤ哲学 129.8」が指示されており、矛盾
している。 
 
４ 心理学(140 / 149) を構成する要素 
 次に、心理学(140 / 149)に移る。「各類概説」で
は、「心理学の理論，歴史で一般的なものは、140 
/ 146 に収め、特定主題についての心理学は、各主
題の下に収める。」さらに続けて、「応用心理学一
般は 140 に収めるが、応用心理学を 149 に収める
別法を設けている。」9と説明をしている。心理学
(140 / 149)は一覧では別表 4 のようになる。 
  このように「140 心理学」には、記号法上も分
類項目の名辞としても、構造が見られない。 
例えば、心理学は基礎的心理学と応用心理学に
大別され、基礎的心理学はさらに一般心理学と特
殊心理学に分かれている10、する文献もある。し
かしこの分け方は確定したものではなく、典拠に
よっても異なっている11。また、その境界も曖昧
なものも少なくない。分類においてまず『NDC10』
が依拠した文献をもとに心理学の構造を示すべき
であったのではなかろうか。 
なお、「141 普通心理学 General psychology 」
という名称は近年の日本では使用されている例は
少なく、「一般心理学」という名称が一般的となっ
ている。CiNii Books で「普通心理学」と検索を
すると 23 件ヒットし、内容は中国語の資料、も
しくは 1800年代～1900年代初期の日本語の資料
のみである。「一般心理学」で検索をすると、75
件ヒットし、近代の資料も含まれている12。用語
の確認が望まれる。 
次に「143 発達心理学」は近年では胎動期、乳
児期も研究がされるようになってきたが、幼児期
からの展開しかされていない。更に「143.5 女性
心理」については後述する人生訓のような特段の
注記も無い。 
「<141 / 146  各種の心理学>」の中間見出しが
示すように、学問としての心理学の範囲は、「146  
臨床心理学．精神分析学」までである。以降の「147 
/ 148」は、心理学擬似領域である13。「各類解説」
や本表において明確な記載を望みたい。 
また、今回新設された「147.9 その他の超常現
象」では別法として未確認飛行物体を収めること
が可能となった。しかし、『NDC9』から新設され
た「440.9 未確認飛行物体」は天文学関係団体
から「UFO は天文学と無関係である」との指摘
があったとされている14。このまま「440.9」をメ
インに使用すると天文学との関係は継続している
ことになる。440.9 を不使用項目にし、147.9 に
集約するべきではなかろうか15。 
 
4.1  「145  異常心理学」の下位区分及び項目名
辞 
 筆者たちは、「145  異常心理学」の下位区分に
「障害」が置かれることへの違和感を表明してい
た。「障害」、「症」といった語の用い方の再検討の
要請である16。 
 『NDC9』と異なり、『NDC10(試案)』では、「○
○の異常」を「障害」に置き換えた例が目立って
いた。しかし、『NDC10』では『NDC9』の名辞
に「先祖返り」をしている。 
本文末尾の別表 5 から別表 7 に、『NDC9』、
『NDC10(試案)』、『NDC10』での「145  異常心
理学」から抜粋で示す(下線筆者)。 
『NDC10 試案』で 145 の下位分類で〇〇障害
として掲げられていた項目は、『NDC10』では、
「摂食障害」を残して、他は全て「○○の異常」
と『NDC9』での記述に戻ったかたちになってい
る。試案の説明会後に、いかなる検討が進められ
た結果なのであろうか。分類委員会からの説明を
待ちたい。 
  上記以外に、『NDC9』で存在し、『NDC10(試
案)』で消えていた「失語症」は、『NDC10』にお
いて「145.6」、「493.73」共に復活していること
が確認できた。 
 
５ 倫理学．道徳(150 / 159) の構成要素 
 次は、倫理学(150 / 159)である。「各類概説」で
は、「倫理学のうち職業倫理(153)では、職業一般
における倫理を収め、特定の職業倫理は、各職業
または各主題の下に収める。」17、とあるのみであ
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る。倫理学(150 / 159) を構成する要素を一覧(本
文末尾の別表 8)にしてみよう。 
「150 倫理学．道徳」では、第一に「150.2  倫
理学史」の下位区分に、日本、東洋、西洋、その
他の地域の倫理学史があり、それぞれに「をもみ
よ参照」が個々の哲学へと示されている。 
 仮に倫理学史が、すべて哲学に移動したとすれ
ば、倫理学の固有の領域は「151  倫理各論」及
び 152 / 154の特定主題の倫理を残すのみである。
「155 国体論．詔勅」や「156 武士道」は、2 類
の歴史の中で扱っても可能であろう。また、「157 
報徳教．石門心学」はそれぞれ、江戸期に特定人
物が始めた道徳運動である。さらに、「158  その
他の特定主題」は、なにに対して「その他」なの
かの「文脈」が読み取りにくい。 
 
5.1  「159  人生訓．教訓」 
 「159  人生訓．教訓」は、注記で哲学者、及
び文学者の人生訓のみを例外的な扱いとしている。
これは「289 個人伝記」での扱いとは明らかに
異なり18、宗教家や芸術家、スポーツ選手の人生
訓は含まれていない。しかし、例えば、宗教家の
人生訓は各教派・宗派の下に収めることが適切で
はないか。 
 また、<.5 / .79  対象別>となっている。具体的
には「.5 児童」、「.6 女性」、「.7 青年・学生」、「.79 
老人・中高年齢者」である。しかし、『NDC9』へ
の改訂時にも指摘があったように例えば「中高年
女性への人生訓」など、この対象の 4 区分は完全
な排他性を持たず、交差分類をきたしている19。 
 また、「.6 女性」の下の注記に「*ここには、159.5、
159.7 / .79 に該当しないものを収める」とあるが、
これでは「.6 女性」が「<.5 / .79  対象別(人生訓)>
の総記の位置を占めることになる。『NDC9』との
継続性を考慮した結果ではあるが、これでよいの
であろうか。「.6 女性」が年齢層を問わない女性
のための人生訓ならば、年齢層を問わない男性の
人生訓の展開も考えられよう。 
 さらに、「159.8 金言．格言．箴言」の注記で
は「*文学者のものは、9□7 に収める」とある。
「159  人生訓．教訓」での注記で、哲学者、及
び文学者の人生訓のみを例外扱いとしながら、そ
の下位区分である「159.8 金言．格言．箴言」の
注記では、文学者のみを例外扱いとする二重基準
を提示している。整理が必要である。 
 
６ 宗教(160 / 199) の構造 
 次に宗教(160 / 199)である。本文末尾の別表 9
に構成を整理する。 
「各類概説」では、「宗教は、大別して、一般宗
教学(160 / 165)と各宗教(166 / 199)に分かれる。」
と述べ、「宗教における区分の優先順序は、①宗派
別区分、②問題別区分である。」20、とする。宗教
における主題区分は、まず<166 / 199  各宗教>
のいずれかに分類ができる主題かどうかの判断で
ある。具体的には、まず<166 / 199  各宗教>の分
類表に記されている宗派はそこに収め、分類表に
記されていない宗派は発祥国によって地理区分す
る。 
 また問題別区分は、「各類概説」で「教義、史伝、
教典、説教集、教会・寺院、儀式、布教の 7 種類」
21であるとする。概ね『NDC9』を引き継いだ展
開であり、安定している。 
 「199 ユダヤ教」の下位区分は『NDC10』で
新設されたものである。「199.8+ 教派」はあるが、
各教派の細分はされておらず、それに関する固有
補助表も提示されない形となった。 
 
6.1   宗教における「伝記」の扱い 
ここで宗教における「伝記」の扱いを確認して
おく。 
(1)宗教分野における伝記の扱いは、「280  伝
記」における扱いと異なる。 
比較のために「280 伝記」及び「289 個人伝記」
の部分を本文末尾の別表 10 で示す。(一部、略) 
このように 2 類の伝記では、個人(2 人をも含む)
の伝記類を「289  個人伝記」とし、多人数(3 人
以上)の伝記類を「280 伝記」に収める、として
いる。 
一方、宗教では、用語として、「列伝」、「個人」
が使用されているのみであり、列伝と個人伝の区
別や 2 人をどう扱うかが明確でない。 
(2)神道、仏教、キリスト教において、列伝、個
人伝の扱いが異なる。 
本表から該当箇所を本文末尾の別表 11 に示
してみる。(下線著者)比較表から、伝記に関して
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は以下のようになる。 
神道では「神職の列伝は 172.8 に、個人の伝記
は各教派(178)の下に収める」、とあり、列伝(172 
神祇・神道史)と個人伝記(各教派 178)の二者択一
である。 
仏教では、「日本の名僧伝などの列伝はここ
(182.88 名僧伝)に収め、各宗派の列伝および個人
伝は、各宗派(188)の下に収める」とあるように、
宗派を問わない列伝に対して、各宗派の列伝およ
び個人伝で分類項目を違えている。 
キリスト教では、「192 .88 聖職者(列伝)」、
「198.2 カトリック教会」の下での「198.22 歴
史．伝記．迫害史」、「198.3 プロテスタント」の
下での「198.32 歴史．列伝」とあり、これも独
自の展開である。 
 以上のように、宗教における「伝記」の扱いは、
列伝、個人伝、宗教・宗派という考えが交差して
いる。明解な整理及び各類概説での説明が望まれ
る。 
 
７ さいごに 
本稿を終えるにあたって『NDC10』刊行へと長
年のご苦労を積み重ねられた歴代の分類委員会委
員の方々に感謝の意を捧げたい。歴代の委員長，
委員の方々については「本表・補助表編」の冒頭
の「分類委員会報告」に記されている22。 
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別表 1 哲学(100 / 139)の構成 
 
  
         <100 / 108  哲学総記> 
      100    哲学 
         101    哲学理論 
          (以下、形式区分展開を省略) 
         <110 / 119  哲学各論> 
      110    哲学各論 
            111      形而上学．存在論 
            112      自然哲学．宇宙論 
           (以下、略) 
         <120 / 139  各国の哲学・思想> 
            120    東洋思想． 
       121      日本思想 
            122      中国思想．中国哲学 
            123        経書 
            124        先秦思想．諸子百家 
            125      中世思想．近代思想 
            126      インド哲学．バラモン教 
      127       (空番) 
      128       (空番) 
            129      その他の東洋思想．アジア哲学 
                .1       朝鮮思想 
                .3       その他のアジア諸国の哲学 
         .7       イスラム哲学 [アラビア哲学] 
 [.8]       ユダヤ哲学 →139.7 
      130     西洋哲学 
      131       古代哲学 
            132       中世哲学 
        .1       教父哲学 
                .2       スコラ哲学 
                .28      イスラム中世哲学 
        .29      ユダヤ中世哲学 
            133       近代哲学 
      134       ドイツ・オーストリア哲学 
            (以下、各国の哲学を省略) 
            139       その他の哲学 
         .3      その他の西洋諸国の哲学 
              *133 / 138 以外の西洋哲学者は，ここに収める。 
        .4       アフリカ諸国の哲学 
                .6       中南米諸国の哲学 
                .7       その他の諸国の哲学 
                           *近代，およびユダヤ哲学<一般>は，ここに収める。；ユダ 
ヤ中世哲学は，132.29 に収める。 
                           *別法：ユダヤ哲学 129.8 
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別表 2 「121 日本思想」での列挙順序 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別表 3 イスラム哲学、およびユダヤ哲学の構造(一般および近代) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 121      日本思想 
               .02   日本思想史 
               .3  古 代 
               .4  中 世 
               .5  近 世 
               .52          国学 
               .53          日本の儒学 
               .54             朱子学派 [以下、人名] 
               .6  近 代 [以下、人名] 
              *ただし，.63 / .67 に関するものは，各々の下に収める 
               .63          西田幾太郎 
               .65          和辻哲郎 
               .67          三木清 
      
 120    東洋思想． 
     129      その他の東洋思想．アジア哲学 
            .1       朝鮮思想 
            .2       その他のアジア諸国の哲学 
      .7       イスラム哲学[アラビア哲学] 
            [.8]      ユダヤ哲学 →139.7 
 
  130    西洋哲学 
        133     近代哲学 
      134       ドイツ・オーストリア哲学 
            (以下、各国の哲学を略) 
           139       その他の哲学 
         .3       その他の西洋諸国の哲学 
             *133 / 138 以外の西洋哲学者は，ここに収める。 
        .4       アフリカ諸国の哲学 
               .6       中南米諸国の哲学 
               .7       その他の諸国の哲学 
                          *近代，およびユダヤ哲学<一般>は，ここに収める。；ユダ 
ヤ中世哲学は，132.29 に収める。 
                          *別法：ユダヤ哲学 129.8 
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別表 4  心理学(140 / 149) を構成する要素 
      
 140        心理学 
               <141 / 146  各種の心理学> 
      141          普通心理学．心理学各論 
           142            (空番) 
           143          発達心理学 
           144             (空番) 
           145          異常心理学        →：493.7 
           146          臨床心理学．精神分析学 
           147          超心理学．心霊研究  →：387 
           148          相法．易占        →：176.8 
          [149]          応用心理学 →140 
 
 
別表 5 『NDC9』での「145  異常心理学」 
 
  145     異常心理学 
      .5      知覚の異常：幻覚，錯覚 
      .6      記憶の異常．思考の異常 
         妄想，健忘症，失語症 
      .7      意欲の異常：性的異常，近親相姦．自殺 
      .8      知能の異常：知能遅滞．人格の異常：多重人格，人格分裂 
 
 
別表 6  『NDC10(試案)』での「145  異常心理学」 
 
145     異常心理学 
     .5      幻覚．錯覚 
.6      記憶障害．思考障害 
      .7      意欲障害 
      .71         自殺．自殺行為 
      .72         摂食障害：不食，過食，異食 
      .73         異常性欲．性的倒錯：フェティシズム，衣装倒錯，露出症，窃視症，
小児性愛，サディズム，マゾヒズム 
      .8      解離性障害．転換性障害：多重人格障害，ヒステリー 
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別表 7  『NDC10』での「145  異常心理学」 
   
145     異常心理学 
      .5      知覚の異常：幻覚，錯覚 
      .6      記憶の異常．思考の異常 
            妄想，健忘症，失語症 
      .7      意欲の異常 
   .71+      自殺．自傷行為 
      .72+      摂食障害：不食，過食，異食 
      .73+      性的異常．性的倒錯：近親相姦，ナルシシズム 
      .8      知能の異常：知能遅滞，人格の異常：多重人格，人格分裂，ヒステリー 
 
 
別表 8  倫理学(150 / 159) を構成する要素 
            
150     倫理学．道徳 
            .2     倫理学史．倫理思想史 
            .21      日本  →：121 
            .22      東洋  →：120 
            .23      西洋  →：130 
            .24      その他の地域  →：139.4 / .7 
        151        倫理各論 
    152        家庭倫理．性倫理 
        153        職業倫理 *特定の職業倫理は各職業または各主題の下に収める 
    154    社会倫理 [社会道徳] 
    155        国体論．詔勅 
        156        武士道 
157        報徳教．石門心学 
        158        その他の特定主題 
       159        人生訓．教訓  
            *哲学者の人生訓は哲学の下に収め，文学者の人生訓は文学 
の下に収める 
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別表 9 宗教(160 / 199)を構成する要素 
    
<160 / 165  一般宗教学> 
   160   宗 教 
      161   宗教学．宗教思想 
   162  宗教史・事情 
       *地理区分 
          .8    宗教家<列伝> 
      163    原始宗教．宗教民俗学 
      164    神話．神話学 
      165    比較宗教 
   <166 / 199  各宗教> 
   166    道教 
      167    イスラム 
      168    ヒンズー教．ジャイナ教 
   169  その他の宗教．新興宗教 *発祥国による地理区分 
      170    神道 
   180  仏教 
   190  キリスト教 
   199   ユダヤ教 
 
 
別表 10 「伝記」の扱い 
 
280 伝 記 
   *地理区分 
      *ここには，多人数(3 人以上)の伝記(列伝，叢伝)，および日記，書簡，語録， 
逸話，追悼録，伝記書誌，年譜など伝記資料一切を収める；ただし，特定 
主題に関する列伝は，その主題の下に収める 
      *個人伝記 → 289 
289  個人伝記 
   *ここには個人(2 人をも含む)の伝記および伝記資料一切を収める；ただし， 
哲学者，宗教家，芸術家，スポーツ選手[スポーツマン] ，諸芸に携わる者およ
び文学者(文学研究者を除く)の伝記は，その思想，作品，技能などと不可分の関
係にあるので，その主題の下に収める 
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別表 11      宗教分野における「伝記」の扱い(抜粋) 
  
172     神祇・神道史 
      *宮司など神職の列伝は 172.8 に、個人の伝記は各教派の下に収める 
    *各教派とも，次のように細分することができる(固有補助表) 
    -2  教史．教祖．伝記 
 182     仏教史 
            *日本の名僧伝などの列伝はここに収め，各宗派の列伝および個人伝は， 
各宗派の下に収める 
    *各宗派とも、次のように細分することができる(固有補助表) 
     -2 宗史．宗祖．伝記 
  192     キリスト教史．迫害史 
    .8     キリストの生涯[イエス伝] 
     .85    聖母マリア．無垢受胎 
     .88  聖職者<列伝> 
 198     各教派．教会史 
     .2     カトリック教会．ローマカトリック教会 
   .22     歴史．伝記．迫害史 
         *地理区分 
                 *生地と活躍地が異なる場合の伝記は，198.22 にとどめる 
   .3    プロテスタント．新教 
      .32     歴史．列伝 
         *地理区分 
                 *ここにはプロテスタント各教派にわたる列伝を収め，各教派に属 
する伝記はそれぞれの教派の下に収める 
      *各教派とも，次のように細分することができる(固有補助表) 
     -2  教会史．伝記 
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